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ワークに基づく周術期休薬判断アルゴリズムの構築．第76回電気・情報関係学会九州支部連合大会．
2023，9，7‐8．

4 飛田修康，尾形善康，江里口誠，本岡千佳，西 順也，祖川倫太郎，島ノ江千里：医薬品出荷調整
に伴う治療薬変更にてコンプライアンスおよび治療効果に影響した2症例．第82回九州山口薬学大
会．2023，9，23‐24．

5 嘉村知子，角真太郎，小部亜紗美，橋本宇矩，石橋幸子，土井絹華，秀島早紀，江本晶子，島ノ江
千里：全自動 PTPシート払出装置（robo-pickII）導入による調剤業務の実態調査と効率化の検討．
第82回九州山口薬学大会．2023，9，23‐24．
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その他の学会
1 南智香子：がん診療連携における施設間情報連絡書の返信状況について．令和4年度第4回佐賀県
病院薬剤師会学術講演会／佐賀市薬剤師研修会．2023，1，27．

2 島ノ江千里：適正な不眠治療に向けた疫学的エビデンス．唐津日田市松浦医師会学術講演会 不眠
症を考える会 in 唐津．2023，1，30．

3 鶴橋智子：リウマチ治療薬の適正使用に関する認識度調査～シックデイ時の対応～．RAトータル
マネジメントフォーラム．2023，2，4．

4 祖川倫太郎：安全性から考える睡眠薬の選択．薬剤師のための不眠症診療Webセミナー．2023，
2，10．

5 祖川倫太郎：医療安全から考える不眠症治療戦略．高知県病院薬剤師会 令和4年度2月例会．
2023，2，16．

6 祖川倫太郎，島ノ江千里：一般住民における睡眠薬服用者の長期的予後．第14回九州睡眠研究会．
2023，2，25．

7 祖川倫太郎：睡眠薬の安全性を考える～自施設の調査を踏まえて～．医療安全WEBセミナー．
2023，3，3．

8 木村早希子：術前中止薬管理Webアプリの開発と周術期薬学的管理．広島県病院薬剤師会「はじ
めよう，周術期の薬学的管理」．2023，3，4．

9 古野龍也：レンバチニブの長期継続を目指して．県北薬薬連携の会（佐世保市薬剤師会研修会）．
2023，3，7．

10 祖川倫太郎：処方状況から考える睡眠薬使用の適正化．佐賀県精神科リエゾン多職種研究会．2023，
3，10．

11 祖川倫太郎：睡眠薬×転倒～安全性を考慮した薬剤選択～．薬剤師のための不眠症診療Webセミ
ナー～医療安全の視点から～．2023，3，16．

12 橋本宇矩：CapeOX療法患者における制吐療法への介入について．第3回がん薬物療法 薬薬連携
研修会．2023，3，18．

13 緒方健二：5‐ASA製剤の特徴と不耐症について．令和4年度第6回佐賀県病院薬剤師会学術講演
会．2023，3，18．

14 島ノ江千里：適正な不眠治療に向けた疫学的エビデンス．不眠症を考える会 in 有田伊万里．2023，
5，11．

15 祖川倫太郎：処方変遷から考える睡眠薬の安全性．不眠症診療Webセミナー in 名古屋．2023，5，
12．

16 島ノ江千里：適正な不眠治療に向けた疫学的エビデンス．不眠症診療における適正治療を考える会
in 佐賀．2023，6，19．

17 祖川倫太郎：睡眠薬選択から考える医療安全への影響．不眠症治療薬の適正使用を考える会 in 出
雲．2023，6，26．

18 古野龍也：内分泌療法の臨床薬理．日本臨床腫瘍薬学会Essential Seminar Neo2023（オンデマン
ド形式）．2023，7，21‐8，4．

19 角真太郎：日常業務で遭遇した感染症の一例．第21回佐賀県病院薬剤師会 感染症ハイブリッド研
修会．2023，7，29．
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20 祖川倫太郎：安全性を考慮した睡眠薬の選択に向けて．大牟田医師会・大牟田薬剤師会合同学術講
演会～不眠症診療における適正治療を考える会 in 大牟田～．2023，8，29．

21 祖川倫太郎：精神科領域における薬剤師業務と向精神薬に対するアプローチ．第1回薬剤師セミ
ナー in 長崎－これからの精神科治療を考える－．2023，9，1．

22 角真太郎：日常業務で遭遇した感染症の一例．令和5年度第2回佐賀県病院薬剤師会 感染制御認
定薬剤師・抗菌化学療法認定薬剤師育成研修会．2023，9，9．

23 飛田修康：静脈からの栄養：中心静脈栄養法の理解と実践．令和5年度第4会武雄杵島薬剤師会勉
強会．2023，9，15．

24 祖川倫太郎：医療安全の観点から考える睡眠薬の選択．睡眠薬適正使用セミナー（インターネット
ライブセミナー）．2023，9，21．

25 祖川倫太郎：睡眠薬の安全性から薬剤選択を考える．令和5年度第3回佐賀県病院薬剤師会学術講
演会．2023，10，12．

26 飛田修康：摂食・嚥下障害．第7回佐賀県病院薬剤師会NSTセミナー．2023，10，14．
27 古野龍也：薬剤師が行う肝臓がんの薬物療法に対する副作用マネジメント．令和5年度佐賀県肝炎

医療コーディネーター研修会．2023，10，25‐11，1．
28 江本晶子：血糖管理が必要な患者への薬物療法支援のポイント．第98回佐賀糖尿病内分泌連携懇話

会．2023，10，27．
29 祖川倫太郎：うつ病の薬物治療と薬学的モニタリング．うつ病治療における薬物療法セミナー「明

治」in 九州．2023，10，30．
30 祖川倫太郎：睡眠薬×医療安全～薬剤選択を考える～．不眠症と医療安全を考える会 in 香川．
2023，11，30．

31 飛田修康：血液凝固因子製剤の在庫管理：医療経済と安全の追求．血友病救急セミナー in 佐賀．
2023，12，22．
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職 名 氏 名
補助金（研究助成）
等の名称

種 目
1：代表
2：分担
該当番号を記入

研 究 課 題 等
交付金額
（千円）

教 授 島ノ江千里 科学研究費助成事業 基盤研究C 1 グルココルチコイド代謝酵素
を標的とした疫学的手法によ
る糖尿病の合併症予防戦略

800
（1，180）

教 授 島ノ江千里 （公益財団法人）中
谷医工計測技術振興
財団

調査研究助成 1 疫学的手法を用いた糖尿病重
症化予防のためのモニタリン
グマーカーの開発

2，640

教 授 島ノ江千里 地域医療介護総合保
険基金事業

事業補助金
（佐賀県）

1 地域薬剤師リカレント教育環
境整備

5，124

教 授 島ノ江千里 科学研究費助成事業 基盤研究C 2 人工知能機械学習を応用した
高精度周術期休薬判断アルゴ
リズムの構築

100

薬剤師 木村早希子 科学研究費助成事業 基盤研究C 1 人工知能機械学習を応用した
高精度周術期休薬判断アルゴ
リズムの構築

500
（1，594）

薬剤師 飛田 修康 一般社団法人 日本
臨床栄養代謝学会
将来構想委員会

2023年度国内
施設研修支援
制度

1 国内施設研修に伴う助成金 100

教 授 島ノ江千里 大塚製薬 学術研究
支援

奨学寄付 1 一般住民コホートによるコル
チゾール代謝不全尿中マー
カーと糖尿病の重篤化の疫学
研究

200

教 授 島ノ江千里 大鵬薬品研究助成 奨学寄付 1 抗がん剤治療における有害事
象回避のための分子疫学的検
討

150

教 授 島ノ江千里 協和キリン研究助成 奨学寄付 1 抗がん剤治療における有害事
象回避のための分子疫学的検
討

300

教 授 島ノ江千里 丸石製薬研究助成 奨学寄付 1 人工知能（AI）を利用した
術前中止薬剤管理のデータ
ベース構築と臨床応用

200

教 授 島ノ江千里 ニプロ研究助成 奨学寄付 1 データサイエンスを活用した
医療薬学研究

300

教 授 島ノ江千里 持田製薬研究助成 奨学寄付 1 糖尿病の重篤化に影響するコ
ルチゾール代謝調節機構の解
明に関する研究

100

教 授 島ノ江千里 第一三共研究助成 奨学寄付 1 1．糖尿病における重篤化リ
スク因子を検討する疫学研究
2．糖尿病の重篤化に影響す
るコルチゾール代謝調節機構
の解明に関する研究

500

教 授 島ノ江千里 日本化薬研究助成 奨学寄付 1 疫学的手法を用いた抗がん剤
治療における腎障害発現リス
ク因子の検討

200

※（ ）は繰越金で外数

研究助成等
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